
私たちの生活は常に犯罪と隣り合わせである。事件が発生したとき、社会の秩序や安全を守るために、科学技術を

駆使した捜査により犯人が逮捕され、刑罰が科せられる。しかし、再び事件を起こさない社会を構築するためには、

法を逸脱した者を社会から排除するのではなく、いかに更生させ、受け入れていくのかを考えなければならない。

こうした犯罪非行のアセスメントや犯罪者の更生に至る刑事司法の過程において、司法・犯罪心理学の専門家は

どのように関わってきたのだろうか。更生と深くかかわる少年犯罪を射程に含めながら、3名の専門家と共に考える。


